
次号予告

　vol.16  No.1  2011　訪問看護と介護    82

2011年2月号
特集

“はじめて”の
在宅緩和ケア
「実践編」
1月号に引き続き、特集テーマは“在宅緩和ケア”。今月は「実践編」です。
在宅緩和ケアに欠かせない「実践」のエッセンスを、先達の取り組みに学
びます。在宅療養を選択されたがん患者さんに、苦痛なく、最後まで安心
して暮らしてもらうために、訪問看護と介護にできることは？

退院前から主体的にかかわる
――病院との“ホントの連携”のために◉吉原律子

がんターミナル患者さんのアセスメント
【コラム】「お守り」処方と医師との連携◉高橋美保

訪問看護師による
オピオイドローテーション◉古井奈美

【解説記事】「事前約束指示書」のつくり方・用い方◉川越厚

在宅ターミナルにおける
診療報酬と介護保険の有効活用◉小野朱美

看取りの心構えとエンゼルケア◉角田直枝

特別記事
遠距離介護という選択◉瀬戸口要子

INTERVIEW ケアする人々
鹿島拓也さん（漫画『ヘルプマン』編集者）

新年第１号、いかがでしたでしょう
か？ 新たなキャッチコピーは「在

宅・地域でここまでできる！」。現場で
のたくさんの“挑戦”を誌面でご紹介
したいと思っています。編集部も挑戦
を、と臨んだリニューアル。まず「縦書
き」に驚かれたかもしれません。文字
が多くなりがちな中、“より読みやすく”
と試みました。初めは慣れず、違和感
をもつ方もいらっしゃるかも。忌憚な
いご意見・ご感想をお聞かせくださ
い。巻頭新シリーズは、異業種を含め
た「ケアする人々」へのインタビュー（マ
グネットステーションも不定期で継続し
ます）。あの人の話が聞きたい！などの
リクエストもお待ちしています。…杉本

「縦組みでは数字や欧文が読みに
くいのでは？」「医学や科学は

横組みでしょう？」という疑問符が多くあっ
たにもかかわらず、誌面を縦組みとし、
リニューアルを図りました。可能な限り読
みやすくと試行をくり返すなかで、引用・
参考文献はやはり横組みになりました。
これまで意識したことがなかったのです
が、日本語だからこそできた縦横の変換
です。その日本語による国家試験に挑
むインドネシア人の看護師候補生たち、
2008年に来日した候補生にとって、今
年2月の国家試験は看護師資格取得
の最後のチャンスです。試験を前にした
候補生の今を特別記事として岡田真紀
さんに寄せていただきました。…伊藤
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